
- 1 -

東 日 本 大 震 災 か ら の 本 格 的 な 復 興 に 向 け て の 要 請

東 日 本 大 震 災 か ら ７ か 月 余 を 経 過 し 、 被 災 地 で は
本 格 的 な 復 興 に 向 け た 歩 み が 始 ま っ て い る が 、 未 曽
有 の 国 難 を 乗 り 越 え 、 我 が 国 を 再 生 さ せ る た め に は 、
国 と 地 方 が 総 力 を 結 集 し て 取 り 組 ま な け れ ば な ら
な い 。

特に、福島第一原子力発電所事故については、国は、
早期に放射性物質の放出を停止させるとともに、避難住民
の支援、除染、損害賠償等について国が全責任をもって
行うべきである。

国は、「復興基本方針」に基づき、各般の施策を検討して
いるが、何よりも、地域社会の復旧と復興、再生に取り
組む地方自治体を強力に支援すべきである。

よ っ て 、 国 は 、 下 記 事 項 に つ い て 、 早 急 に 対 処
す る よ う 強 く 要 請 する。

記

Ⅰ．本格的な復興対策

１．第三次補正予算の早期成立
国 は 、 被災町村の要望を踏まえ、「復興基 本 方 針 」 に

沿って、本格的な復興対策を盛り込んだ第三次補正予算を
速やかに成立させ、直ちに実施すること。

２．復興特区法案の早期成立
被 災 町 村 が 地 域 の 実 情 を 踏 ま え て 作 成 す る ま ち づ

く り 復 興 計 画 を 支 援 す る 復 興 特 別 区 域 法 案 （ 仮 称 ）
を 早 期 成 立 さ せ る こ と 。

な お 、 特 例 措 置 に つ い て は 、 埋 蔵 文 化 財 に 係 る
手 続 き の 簡 素 化 な ど 被 災 町 村 が 求 め る 内 容 を 極 力
取 り 入 れ る こ と 。

３．被災町村への財政支援
(1) 復旧・復興に関する施策を迅速かつ計画的に実施する

ため、国の責任において、必要な財源を確実に確保す
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ること。
(2) 東 日 本 大 震 災 復 興 交 付 金 （ 仮 称 ） に つ い て は 、

よ り 自 由 度 の 高 い も の に す る と と も に 、 そ の 他 の
復旧・復興に係る国庫補助事業についても、対象の拡大や手続
きの簡素化など弾力的な運用を図ること。

(3) 被災自治体や避難者を受け入れている自治体が実施する
復旧・復興事業等により増大する財政需要については、
地方交付税を別枠で確保すること。

(4)現行諸制度の隙間を埋め、被災地の早期復興、被災者の
自立支援等を長期的、安定的、機動的に進めるため「震災
復興基金」を創設し、被災町村に対し必要な財政支援を行
うこと。

４ ．復興に向けた税 制 上 の 措 置 に 伴 う 減 収 補 て ん
復 興 に 向 け た 税 制 上 の 措 置 に 伴 う 地 方 税 の 減 収

に つ い て は 、 国 が 責 任 を 持 っ て 確 実 な 財 政 措 置 を
講 じ る こ と 。

５ ．被災市町村への人的支援
全 国 の 市 町 村 か ら 人 的 支 援 を 行 う 「 市 町 村 職 員

の 派 遣 ス キ ー ム 」 等 に よ る 職 員 派 遣 に つ い て は 、
派 遣 元 ・ 派 遣 先 自 治 体 と も に 財 政 負 担 が 生 じ な い
よ う 万 全 の 措 置 を 講 じ る こ と 。

６ ．公共施設等の復旧・復興
(1) 道 路 、 鉄 道 等 の 早 期 復 旧

沿 岸 地 域 を 縦 貫 す る 道 路 及 び 内 陸 部 と 沿 岸 地 域
を 連 絡 す る 道 路 の 整 備 を 復 興 事 業 と 位 置 付 け 、
早 期 の 全 線 開 通 を 図 る こ と 。

ま た 、 壊 滅 的 な 被 害 を 受 け た 第 三 セ ク タ ー 鉄 道
等 の 早 期 復 旧 に つ い て も 、強 力 な 支 援 を 行 う こ と 。

(2) 津 波 防 災 施 設 の 整 備 等
津波によって破壊された防波堤や防潮堤等のインフラ整備を

早急に行うこ と 。
ま た 、 津 波 被 害 地 域 の 集 団 移 転 を 促 進 す る た め 、

国 に よ る 被 災 前 の 価 格 で の 土 地 の 買 い 上 げ 制 度 を
創 設 す る と と も に 、 万 全 な 財 政 支 援 を 行 う こ と 。

(3) 役 場 庁 舎 が 流 失 ・ 損 壊 し た 被 災 町 村 の 復 興 を 支 援
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す る た め 、 役 場 庁舎・支所の本格的な再建について、
土地取得費及び造成費を含め、国庫補助の対象とすること。

( 4 ) 公 立 義 務 教 育 諸 学 校 及 び 社 会 教 育 施 設 の 早 期
復 旧 と と も に 、 津 波 被 害 を 受 け た 校 舎 の 高 台 移 転
に つ い て 、 土 地 取 得 費 及 び 造 成 費 に つ い て 万 全 な
財 政 支 援 を 行 う こ と 。

( 5 ) 医 療 機 関 の 復 旧 ・ 復 興 に つ い て 、 補 助 率 の 更 な
る 引 き 上 げ や 民 間 医 療 機 関 へ の 対 象 拡 大 等 万 全 の
財 政 措 置 を 講 じ る と と も に 、 津 波 被 害 に よ る 施 設
の 移 転 等 に つ い て も 災 害 復 旧 事 業 の 対 象 と す る
こ と 。

７．迅速ながれきの 処 理
が れ き 処 理 の 特 例 法 に 基 づ く 国 の 代 行 に つ い て

は 、 要 請 し た 町 村 の 実 情 を 十 分 斟 酌 し て 迅 速 に
対 応 す る こ と 。

な お 、 地 方 負 担 分 に 係 る 手 続 き の 簡 素 化 を 行 う
こ と 。

８．被 災 者 ・ 避 難 者 へ の 支 援
(1) 復 興 住 宅 の整備

被 災 者 の 生 活 再 建 の 拠 点 と な る 復 興 住 宅 の 整 備
に 対 し 、国 の 全 面 的 な 財 政 措 置 を 講 じ る と と も に 、
必 要 戸 数 を 確 保 す る こ と 。

(2) 医 療 ・ 福 祉
① 被 災 し た 医 療 施 設 ・ 介 護 施 設 ・ 福 祉 施 設 等 の 再
開 や サ ー ビ ス 提 供 の 継 続 に 対 し 、 医 療 職 ・ 介 護 職
等 の 確 保 等 十 分 な 支 援 を 行 う こ と 。

② 避 難 生 活 の 長 期 化 を 強 い ら れ て い る 高 齢 者 の 日
常 生 活 を 支 え る た め 、 地 域 包 括 ケ ア の 再 構 築 を 推
進 し 、 地 域 で の 介 護 基 盤 の 整 備 に 万 全 の 財 政 措 置
を 講 じ る こ と 。

③ 高 齢 者 や 障 害 者 を は じ め と す る 被 災 者 ・ 避 難 者
の 心 の ケ ア に つ い て 、 十 分 な 支 援 を 講 じ る こ と 。

( 3 ) 心 の ケ ア を 必 要 と す る 児 童 ・ 生 徒 及 び 教 職 員 に
対 し 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 の 派 遣 に つ い て
十 分 支 援 す る と と も に 、 被 災 児 童 生 徒 就 学 支 援 等
臨 時 交 付 金 に つ い て 、 所 要 額 を 確 保 す る こ と 。



- 4 -

ま た 、 児 童 生 徒 数 の 変 動 に 対 す る 教 職 員 定 数 の
弾 力 化 と 復 興 に 向 け た 教 職 員 の 加 配 に つ い て 配 慮
す る こ と 。

( 4 ) 地 盤 の 崩 落 や 地 滑 り に よ る 宅 地 被 害 の 復 旧 等 に
対 す る 財 政 支 援 等 を 講 じ る と と も に 、 住 宅 団 地 で
の 地 盤 沈 下 や 崩 落 、 液 状 化 に よ り 損 壊 し た 住 宅 の
復 旧 に 対 す る 財 政 支 援 措 置 を 含 む 新 た な 制 度 を 創
設 す る こ と 。

( 5 ) 被 災 地 の 実 情 に 応 じ た 雇 用 対 策 事 業 を 迅 速 か つ
弾 力 的 に 実 施 で き る よ う 、 雇 用 調 整 助 成 金 の 支 給
割 合 の 拡 充 、 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 交 付 金 の
さ ら な る 増 額 や 事 業 期 間 の 延 長 等 に よ り 、 総 合 的
な 雇 用 対 策 を 推 進 す る こ と 。

９ ． 農 林 水 産 業 の 事 業 再 開 へ の 支 援 及 び 商 工 業 、
観 光 業 等 の 復 興 支 援

(1) 被 災 地 の 基 幹 産 業 で あ る 農 林 水 産 業 に つ い て は 、
国 家 的 な 見 地 か ら 農 地 、 漁 港 、 製 材 所 等 の 生 産
イ ン フ ラ の 復 旧 に 要 す る 予 算 を 確 保 し 、 一 日 も
早 い 事 業 再 開 に 向 け 強 力 に 支 援 す る こ と 。

① 壊 滅 的 な 被 害 を 受 け た 水 産 業 に つ い て は 、 漁 港
内 外 の が れ き の 処 理 並 び に 漁 船 、漁 港 、 養 殖 施 設 、
流 通 ・ 加 工 施 設 等 の イ ン フ ラ の 一 体 的 な 復 旧 ・
再 建 に 必 要 な 予 算 を 確 保 し 、 操 業 再 開 を 待 ち わ び
る 漁 業 者 の 期 待 に 応 え る こ と 。

② 農 業 に つ い て は 、 被 災 し た 農 地 の が れ き 除 去 、
除 塩 や 損 壊 し た 用 水 路 ・ 農 業 用 施 設 等 の 復 旧 に
必 要 な 予 算 を 確 保 し 、 早 期 の 作 付 再 開 を 支 援 す る
こ と 。

③ 被 災 農 林 水 産 業 者 が 経 営 再 開 す る ま で の 無 収 入
期 間 を 支 援 す る 雇 用 ・ 所 得 対 策 を 強 化 す る と と も
に 、 経 営 再 開 の 障 害 と な る 二 重 ロ ー ン 問 題 の 解 消
を は か る た め 、 前 例 に と ら わ れ ず 既 往 債 務 の 減 免
等 の 特 例 措 置 を 講 じ る こ と 。

( 2 ) 震 災 や 風 評 被 害 を 受 け た 商 工 業 、 観 光 業 等 が 早
期 に 事 業 再 開 で き る よ う 、 税 財 政 支 援 、 金 融 支 援
の 大 幅 な 拡 充 を 行 う こ と 。
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10． 公 立 学 校 施 設 整 備 の 促 進
公 立 学 校 施 設 に 係 る 耐 震 化 や 老 朽 化 対 策 及 び 空

調 整 備 等 、 町 村 が 計 画 し て い る 事 業 を 確 実 に 執 行
で き る よ う 、 強 力 な 支 援 を 講 じ る こ と 。

ま た 、 こ れ ま で 単 独 で は 補 助 対 象 と な っ て
い な い 自 家 発 電 整 備 や 備 蓄 倉 庫 等 の 事 業 に つ い て 、
防 災 機 能 の 強 化 の 観 点 か ら 、 適 切 な 措 置 を 講 じ る
こ と 。

11． 災 害 に 強 い 情 報 通 信 シ ス テ ム の 構 築 等
い か な る 災 害 に お い て も 途 絶 し な い 、 耐 災 害 性

の 高 い 情 報 通 信 シ ス テ ム を 構 築 す る と と も に 、
孤 立 す る 可 能 性 の あ る 集 落 へ の 衛 星 携 帯 電 話 等 の
整 備 に 対 す る 財 政 措 置 を 強 化 す る こ と 。

Ⅱ ． 原 子 力 災 害 対 策

１ ． 放 射 性 物 質 の 放 出 停 止
放 射 性 物 質 の 放 出 を 早 期 に 停 止 さ せ る た め 、

国 の 責 任 に お い て 原 子 炉 の 冷 温 停 止 状 態 を 完 全 な
も の と す る こ と 。

２ ． 避 難 の 長 期 化 を 踏 ま え た 生 活 ・ 健 康 面 の 支 援
指 示 避 難 、 計 画 的 避 難 等 の 長 期 化 に 伴 い 、 多 く

の 避 難 住 民 が 、 帰 宅 の 目 途 も な く 避 難 先 で 心 身 が
疲 弊 し 、 生 活 不 安 と 健 康 不 安 の 状 況 に 置 か れ て い
る こ と を 深 刻 に 受 け 止 め 、 特 別 法 に 基 づ く 生 活 支
援 や 医 療 体 制 の 再 構 築 を 講 じ る こ と 。

３ ． 賠 償 範 囲 の 再 検 討 と 賠 償 金 支 払 い の 迅 速 化
原 子 力 損 害 の 賠 償 に あ た っ て は 、 精 神 的 損 害 に

係 る 賠 償 金 の 額 ・ 期 間 を 損 害 実 態 に 見 合 う よ う に
見 直 す と と も に 、「 中 間 指 針 」 で 認 め ら れ な か っ た
自 主 避 難 に 伴 う 経 費 等 の 実 質 的 損 害 に つ い て も 全
て 賠 償 の 対 象 と す る こ と 。 ま た 、 賠 償 金 に つ い て
は 請 求 手 続 き を 簡 素 化 し 、 支 払 を 迅 速 化 さ せ る
こ と 。
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４ ． 国 の 責 任 に よ る 除 染 の 明 確 化
年 間 １ ～ ２ ０ ミ リ シ ー ベ ル ト の 地 域 で 町 村 が 実

施 す る 除 染 費 用 は 、 国 の 責 任 で 全 額 措 置 す る と と
も に 、 除 染 作 業 に 係 る 専 門 家 の 派 遣 や 、 除 去 土 壌
等 の 仮 置 き 場 等 に つ い て も 国 の 責 任 で 措 置 し 、
一 日 も 早 い 帰 宅 を 実 現 す る こ と 。

５ ． 子 ど も の 安 全 対 策 の 確 立
放 射 性 物 質 が 子 ど も の 健 康 に 及 ぼ す 影 響 に つ い

て は 極 め て 問 題 が 大 き い こ と か ら 、 各 種 検 査 や
環 境 整 備 、 健 康 対 策 な ど 子 ど も の 健 康 を 守 る た め
に 必 要 な 取 組 み に 対 し 、 国 は 万 全 の 措 置 を 講 じ る
こ と 。

６ ． 放 射 性 廃 棄 物 の 処 理 基 準 等 の 確 立
放 射 線 量 が 高 い 上 下 水 汚 泥 等 の 放 射 性 廃 棄 物 に

つ い て は 、 処 理 に 関 す る 基 準 や 方 法 を 確 立 す る と
と も に 、 処 理 の 長 期 的 工 程 表 を 早 急 に 策 定 す る
こ と 。

７ ． 迅 速 か つ 正 確 な 情 報 開 示
原 発 事 故 等 に 関 す る 政 府 情 報 に 対 す る 国 民 の 不

信 感 を 払 拭 さ せ る た め 、 正 確 で 分 か り 易 い 情 報 開
示 に 努 め る と と も に 、 放 射 性 物 質 の モ ニ タ リ ン グ
地 点 の 大 幅 な 拡 大 や 、 放 射 線 量 測 定 器 を 導 入 す る
町 村 ・ 住 民 へ の 助 成 措 置 を 講 じ る こ と 。

８ ． 原 発 の 再 稼 働 要 件 の 厳 格 化 と 独 立 し た 監 督 機 関
の 設 立

原 発 の 再 稼 働 に あ た っ て は 、 電 力 需 給 に よ っ て
で は な く 、 周 辺 町 村 や 住 民 の 納 得 を 第 一 に 行 う と
と も に 、 新 設 す る 原 子 力 安 全 庁 （ 仮 称 ） に つ い て
は 、 安 全 検 査 の ゼ ロ ベ ー ス で の 見 直 し や 、 海 外 の
専 門 家 の 参 画 に よ り 、 原 発 の 安 全 性 に 対 す る 信 頼
を 回 復 さ せ る こ と 。

平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 １ ４ 日

全 国 町 村 会


